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完 了 報 告 書 

記入年月日 2026 年 2 月 16 日 

採択団体名  横浜市金沢区周辺地区共助連絡会  

■事業概要 

基本情報 

事業名 沿岸工業団地を有する地域（横浜市金沢区周辺地区）における協働防災教育 

事業内容 

事業内容①：「横浜金沢区周辺地区共助連絡会」の開催 

事業内容②：防災セッション 

事業内容③：防災備えパネル展示 

事業背景 

横浜市金沢区周辺地区は、沿岸部に工業団地と住宅地が隣接しており、津波・高潮・液状化などの災

害リスクを抱える地域である。区の人口は約 20万人（2020年国勢調査：約 198,939人）で、昼間

は工業団地で勤務するワーカー（数千人規模）が加わることで人口が増加し、災害時には住民とワーカ

ー双方の避難が同時に必要となる。 

このため、地域住民と工業団地ワーカーが協力し、迅速な避難行動・避難所運営・通信情報の確保を組

み込んだ実効性ある防災体制を構築することが重要になっている。 

コミュニティ 

設立の経緯 

弊社（本連絡会の代表）は、SDGs や社会貢献をテーマにしたエデュテインメント（教育＋エンターテイ

ンメント）事業をNPO法人医療ネットワーク支援センター*と連携し、展開している。 

実績① 防災やまちづくり､社会課題を「楽しく学べる」プログラムへと昇華させ､講義・教材・体

験型アトラクションとして提供することで､市民や企業にわかりやすく普及してきた。 

実績② 「防災まちづくり」をテーマとしたプロジェクトでは、医療ネットワーク支援センターと連

携した震災避難者支援の現場経験やプロボノ活動を活かし、地域・行政・教育機関をつ

なぐ新しい学びの場を創出してきた。 

（*医療ネットワーク支援センター：東日本大震災発災翌月から首都圏における県外避難者支援を継続し、その経験

をもとに「人に寄り添う防災教育」を展開。オンライン教材サイト『コミカレ』や「語り部授業」を通じて、地域住民・学

校教育・教員研修・企業研修に幅広く知見を提供している。） 

 

連携団体の野村不動産株式会社は、上記と別事業で弊社と関わりがある会社で、近年物流施設事業

を展開する中で、地域に根差した施設として防災にも注力している。沿岸部の海抜 2 メートル地域に

建設された Landport 横浜杉田では津波避難施設として登録されていることもあり、地域住民やワ

ーカーの顔の見えるコミュニティづくりを目指していたことから、コミュニティの防災リテラシー向上

を目指し、連携いただきながら本連絡会を設立。また Landport 横浜杉田と接点のあった地域住民

の金沢区自助連絡協議会も連携。また、地域の鉄道会社である株式会社横浜シーサイドラインも沿線

の活性化を目指して、住民への防災情報発信の機会のため協力いただく事になった。 

 

コミュニティ形成においては物流施設＝津波避難施設を軸に、顔の見える関係づくりをテーマとして、

連絡会開催のほか、地域の交流機会を捉えて対話することに努めてきた。 

 

本事業に関する過去

の取り組み内容 

・防災教育に関する取り組みは、今回の本事業においてスタートしたものであり、過去の取組は、弊社

の上記記載の実績等になる。 

・連携団体との関係性も上記に記載の通りとなる。 

事業体制 

・野村不動産株式会社 都市開発第二事業本部 物流事業部 事業企画課： 

事業内容①のテナント企業､住民団体との調整 

事業内容②の告知協力・会場協力 

事業内容③の展示 会場協力 

・金沢区自助連絡協議会： 

事業内容①の地域住民との連絡窓口 

・株式会社横浜シーサイドライン 運輸部営業課： 

事業内容②の協力 
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・特定非営利活動法人医療ネットワーク支援センター： 

事業内容①③の震災時避難､防災知見協力 

事業内容②の渉外活動（震災経験者） 

全体スケジュール 

〈9月下旬〉 

・キックオフ 

・関係者打合せ（地域団体・物流倉庫企業・工業団地企業） 

・広報活動（チラシ・Web・SNSによる参加募集） 

〈11月〉 

・防災セッション①の実施（避難経路体験、震災の教訓講演、対象：企業防災担当、地域住民） 

〈12月〉 

・防災セッション②の実施（避難経路体験、震災の教訓講演、対象：地域住民親子） 

・内閣府事業統括事務局に中間報告提出 

〈1月〉 

・防災備えパネル展示 実施 

・成果と専門的情報を整理し、防災冊子、動画を作成 

・地域住民・テナント企業防災担当・工業団地関係者への冊子配布 

・次年度に向けた改善点の検討 

〈2月〉 

成果報告書 提出 

事業目標・事業成果 

事業目標全般 

(教育提供者側) 

・地域住民と工業団地ワーカーが共に学ぶ、防災教育プログラムを設計・提供する 

・物流倉庫・企業・自治会による協働体制を構築する 

・津波発生時の迅速な避難行動・避難所活用を体験的に学ぶ機会を提供する 

・災害時の通信手段（災害用伝言ダイヤル 171等）を体験的に学ぶ場を設ける 

・紙媒体とデジタル媒体を活用し、継続的な防災教育の基盤を整備する 

事業成果全般 

(教育提供者) 

・本事業を通じて、地域住民・物流施設事業者・自治会等が同じ場で防災を学び、顔の見える関係を構

築する第一歩を踏み出すことができた。 

・特に「地域住民＝工業団地で就労するワーカー」という地域特性を共有しながら、防災を自分事とし

て捉える視点を提供できた点は、本事業の大きな成果である。 

・また、避難経路体験や被災体験の共有を通じて、机上ではなく体験を通じた防災教育を実践でき、今

後の継続的な防災教育の基盤を整えることができた。 

・発災から避難所生活までの各段階における課題と対応策を整理し、視覚的に分かりやすい啓発パネ

ルとして体系化した。さらに冊子と動画として、紙媒体（リーフレット）とデジタル媒体（動画）の両方を

活用して発信できた。 

事業目標全般 

(参加者側) 

・地域住民および工業団地ワーカーが、災害発生時に「自分はどこにいて、どう行動するか」を具体的

に想定できるようになることを目標とした。 

・また、津波避難施設の存在や避難経路、家族との安否確認方法について理解を深め、災害時に迷わ

ず行動できる意識を醸成することを目指した。 

事業成果全般 

(参加者側) 

・参加者からは「避難経路を実際に歩いたことで、距離感や時間を実感できた」「倉庫が避難施設にな

ることを初めて知った」といった声が聞かれ、防災を具体的にイメージするきっかけとなった。 

・被災体験談を聞くことで、発災直後の判断の重要性や、共助の必要性について理解が深まった。 

・親子参加型の回では、子どもが主体的に防災について考え、家庭内で話題にするきっかけづくりに

もつながった。 

・啓発パネルや冊子・動画を通じて防災を日常の中で考えたり、職場や家庭内において繰り返し確かめ

たりできる環境を得た。 

展開できる 

知見やノウハウ 

沿岸部の工業団地と住宅地が隣接する地域において、「職場」と「地域」を分けずに捉えた防災教育は

有効であることが確認できた。 

避難経路体験や被災体験の共有を組み合わせることで、参加者が防災を自分事として捉えやすくなる

ことが分かった。教材としては、紙媒体とデジタル媒体を併用することで、セッションに参加できなか

った住民やワーカーにも学びを広げられる点が、他地域でも応用可能なモデルである。 
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コミュニティ防災教

育の重要な観点 

地域特性を丁寧に共有し、「なぜこの地域では共助が重要なのか」を理解してもらうことが、防災教育

の出発点として重要である。 

そして一過性のイベントに終わらせず、顔の見える関係づくりを通じて、継続的な学びと関係性を育て

る視点が不可欠であると感じた。また、子どもや親子世代を巻き込むことで、防災意識が家庭内・地域

内に波及する可能性が高まる。 

残課題等 

・単発実施にとどまらず、継続的な学び・実践の機会と、それを実現する体制が引き続き重要である。 

・平日昼間に参加しにくい層や、情報にアクセスしづらい住民への周知が課題として残っている。 

・今後は、デジタル回覧板や冊子配布の工夫により、より多様な層への情報提供を進める必要がある。 

・共助の実践につなげるため、次回以降は避難所運営や役割分担をより具体的に体験できるプログラ

ムへの発展を検討する。 
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■事業内容 

事業内容① 「横浜市金沢区周辺地区共助連絡会」の開催 

事業内容①目標 

(提供者側) 

■防災教育の提供者 

・地域住民、工業団地企業、物流倉庫事業者が継続的に情報共有できる場を構築する。 

・防災教育を単発で終わらせず、次年度以降につながる協働体制を形成する。 

事業内容①目標 

(参加者側) 

 ■防災教育の参加者 

・地域の防災課題を自分事として理解し、災害時に取るべき行動を具体的にイメージできるようにな

る。 

・顔の見える関係づくりを通じて、災害時に声を掛け合える関係性を築く。 

事業内容① 

実施内容 A 

（実施日：

9/20,10/11, 

10,17,10/26, 

12/4） 

 

■具体的な取り組み内容 

 

・9/20 

地域住民、自治会、物流倉庫事業者等の関係者が顔合わ

せをおこなった。 

防災に関して各々の立場で日頃取組んでいることや課題

に感じることについて情報交換を行った。 

 

・10/11 

地域住民、自治会、物流倉庫事業者等の関係者が参加

し、金沢区内を歩きながら地域特性を踏まえた避難行動

につなげるための意見交換をした。 

 

・10/17 

地域住民が参加し、物流倉庫内を見学しながら 

津波避難施設としての機能を学び意見交換をした。 

 

・10/26 

自治会が参加し、物流倉庫内を見学しながら 

津波避難施設としての機能を学び意見交換をした。 

 

・12/4 

地域住民や自治会が集まり、これまでの活動の振り返り

と今後の方針・スケジュールを確認した。 

 

■成果(提供者) 

地域側が抱える不安や期待を把握することができ、今後

の防災セッションや展示企画の方向性を検討・共有する

場となった。 

 

■成果(参加者) 

直接顔を合わせて意見交換することで、日頃の地域の繋

がりと災害時の連携体制を具体的にイメージできるよう

になった。 

 

 

事業内容①を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

初回のため、事業の全体像が参加者に十分に伝わらない部分があった。 

■乗り越えた方法 

事前資料や説明の工夫により、参加目的やゴールをわかりやすく伝えるようにした。 

事業内容①を実施す

る上で工夫した点 

意見交換が一部の参加者に偏らないよう、進行を工夫した。 

特に立場や役割の異なる人々、防災に対する知識・経験が異なる人々が集まるため、専門的な課題や個

別の課題に偏らせず、参加者それぞれが共感や共通認識を得られるファシリテーションを意識した。ま

た参加者が安心して課題や意見を共有できるよう、双方向のコミュニケーションを重視した。 
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事業内容① 

残課題等 

・今後は、より多くの住民・ワーカーが参加できる仕組みづくりが課題である。 

・継続的に参加できる仕組みづくりも重要である。 

・参加できなかった関係者に対して連絡会の内容や方向性を適切に共有するための手段も検討が必要

である。 

事業内容② 防災セッション 

事業内容②目標 

(提供者側) 

■防災教育の提供者 

・地域特性を踏まえた防災セッションを実施し、体験型防災教育のノウハウを蓄積する。 

・被災体験者の語りを通じ、参加者が自分事として防災を捉えるプログラム設計を行う。 

事業内容②目標 

(参加者側) 

 ■防災教育の参加者 

・発災時の行動を具体的に想定し、自身の置かれる状況を理解する。 

・避難行動や共助の重要性を体感的に理解する。 

事業内容② 

実施内容 A 

（実施日：11/25） 

 

■具体的な取り組み内容 

【発災時の現状と課題対応を考えるセッション①】 

被災体験者によるトークセッションを実施した。講師とし

て、東日本東日本大震災において被災地の医療現場の最

前線で対応にあたった医師を招いた。 

講演では、発災直後の医療機関内の混乱や、医療資源・

情報が限られた状況下で迫られた判断、患者や地域住民

を支えるために現場で実際に行った対応について、自身

の体験を交えながら具体的に語っていただいた。 

 

参加者は自らの立場に置き換えて、発災直後の判断や行

動について考える機会となった。 

 

■成果(提供者) 

経験談とそこからの知見に関する講演を通じて、災害時

の判断の難しさや共助の大切さを具体的に伝えることが

でき、実践的な防災教育の機会を提供できた。 

 

■成果(参加者) 

・参加者からは「実際の体験談を聞くことで想像力が高ま

った」との声があり、防災意識の向上が見られた。 

・参加者アンケートでは、全員が「防災への関心や意識が

高まった」「防災を自分ごととして考えるきっかけになっ

た」と回答した。従来の防災訓練との違いで印象に残っ

た点としては、多い順に「体験的で理解しやすかった」「自

分で実践できる防災行動を考えるきっかけになった」「内

容が身近だった」との回答が集まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業内容② 

実施内容 B 

（実施日：12/13） 

 

■具体的な取り組み内容 

 

【避難行動と共助を考えるセッション②】 

親子参加型の避難経路体験を実施した。物流倉庫内を見

学しながら津波避難施設としての機能を学んだ。 

講師として、東日本大震災当時、福島県において学童保

育に携わっていた鎌田氏を講師として招き、震災発生直

後の現場の状況や、子どもたちを預かる立場として直面

した判断や課題について、お話しいただいた。 

 

参加した地域住民は、平日昼間に大きな地震が発生した

場合の行動や家庭での防災グッズ見直しについて、親子

で話し合いを深めた。 

 

■成果(提供者) 

経験談を通じて、避難生活の実情や家族で備える重要性
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を具体的に伝えることができ、実践的な防災教育の機会

を提供できた。 

 

 

■成果(参加者) 

・参加者(大人)アンケートでは、全員が「防災への関心や

意識が高まった」防災を自分ごととして考えるきっかけ

になった」と回答した。従来の防災訓練との違いで印象

に残った点としては、多い順に「体験的で理解しやすかっ

た」「内容が身近だった」「継続的な学びに繋がると感じ

た」との回答が集まった。 

・また子どものアンケートでは「家の人とどうひなんする

かかくにんしたい」「ぼうさいリュックをつくる。」などの

感想があった。 

事業内容②を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

大人と子どもで理解度や関心のポイントに差があり、一律の説明では十分に伝わらない課題があった。 

 

■乗り越えた方法 

・子どもにも理解しやすい説明や体験を重視した。 

事業内容②を実施す

る上で工夫した点 

・事前に「親子で考えてほしいこと」を提示したり、講師が写真や防災グッズ実物を見せながら話したり、

こどもが飽きずに最後まで聞けるような仕掛けを作った。 

事業内容② 

残課題等 

・今後は幅広い世代が参加できる時間帯や形式の検討が必要である。 

・単発の学びにとどめず継続的な振り返りや再確認の機会が必要である。 

・セッション内容を日常生活や職場での具体的な行動につなげていくためには、家庭内・職場内での話し

合いや実践を促すフォローアップの仕組みも検討すべきである。 

事業内容③ 防災備えパネル展示 

事業内容②目標 

(提供者側) 

■防災教育の提供者 

・発災時に直面する課題（避難指示のタイミング、正確な情報収集・伝達の難しさなど）や避難時の課題

（避難経路の確保、家族との安否確認など）とその対応策を示す。 

・地域住民と働く人々が共助を学び、災害に強いまちをつくるための手引きとして、紙媒体（一覧性・

世代対応力）とデジタル媒体（拡張性・即時性）を補完的に活用。 

ICTの活用で防災教育の継続性を確保し、次年度以降の取組に発展させる。 

事業内容②目標 

(参加者側) 

 ■防災教育の参加者 

・避難所の役割や住民主体の運営が基本となることを学び、共助の必要性について理解する。 

事業内容② 

実施内容 A 

（実施日：1/22～

1/27） 

 

■具体的な取り組み内容 

【パネル展示による情報発信】 

防災について考えるきっかけを与えることを目的に、 

地震発生から避難所生活まで、各場面でとるべき避難

行動のポイントについてまとめたA2サイズ・全12枚の

啓発パネルを作成した。 

パネルは物流施設内の共用スペースに展示し、勤務す

る人や来訪者に向けて広く周知をはかった。 

 

■成果(提供者) 

発災から避難所生活までの各段階における課題と対応

策を整理し、視覚的に分かりやすい啓発パネルとして体

系化した。また物流施設内の共用スペースに展示するこ

とで、はたらく人や来訪者に対して、防災教育を日常の

中で提供する手法を実践した。 
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■成果(参加者) 

地震発生から避難、避難所生活までの一連の流れをパ

ネルで確認することで、発災時に自分が直面する状況

や取るべき行動を日常の中で考えるきっかけが生まれ

た。 

 

事業内容② 

実施内容 B 

（実施日：1/２１～） 

 

【冊子と動画による情報発信】 

 

■具体的な取り組み内容 

地震発生から避難所生活まで、各場面でとるべき避難

行動のポイントについてまとめたA5サイズ・全12ペー

ジのリーフレットと、3分46秒の動画を制作した。 

 

リーフレットの展開先としては、物流施設内共用スペー

ス（170部）、物流施設テナント（15部）、近隣鉄道会社

（15部）、金沢区自助連絡協議会（200部）となった。 

 

動画はパネル展示と一緒に物流施設内共用スペースの

モニターで 6日間リピート再生をおこなった。また冊子

上に二次元コードからいつでも視聴できる。 

 

さらに自治会向けデジタル回覧板アプリ Yumicomに

て、周辺地域およびそのほか広域へ動画を周知した。 

 

 

■成果(提供者) 

発災から避難所生活までの行動ポイントを整理し、紙媒

体（リーフレット）とデジタル媒体（動画）の両方を活用し

て発信できた。また物流施設、テナント企業、鉄道事業

者、地域団体など複数の拠点を通じた配布・展開を実施

し、幅広い層への情報提供ができた。 

 

 

■成果(参加者) 

冊子および動画を通じて、職場や家庭内において短時

間でも繰り返し防災行動を確認できる環境を得た。 

また、イラストを交えた読みやすい構成とすることで、

防災に対して関心が高くない層やこどもにとっても、抵

抗感なく内容に触れる機会となった。 

 

事業内容②を実施す

る中で発生した課題

や失敗点 

■発生した課題や失敗点 

専門的な内容や文章量の多い資料では、短時間で理解することが難しく、継続的な確認につながりに

くいという点が課題となっていた。 

 

■乗り越えた方法 

イラストを交えた視覚的に理解しやすい構成とすることで、防災に積極的でない人や子どもでも抵抗

なく内容に触れられるよう工夫した。 

事業内容②を実施す

る上で工夫した点 

冊子と動画を制作し、職場や家庭内で短時間でも繰り返し確認できる非対面型の防災教育手法を導

入した。物流施設内の共用スペースや、自治会向けデジタル掲示板など複数の接点を活用して情報発

信を行うことで、幅広い層への周知を図った。 
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事業内容② 

残課題等 

・防災教材を継続的に更新・確認していく体制が十分に整っていない。 

・冊子や動画といった教材は整備できた一方で、それらを活用して職場内や地域で主体的に展開・促

進する人材が限られている。 

 
■参考資料※活動において必要な書類は全てご提示お願いします 

 

・運営体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修/講演資料 

 

[セッション①告知物] 
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[セッション② 講演資料] 
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・使用した調査票、ヒアリング項目、集計結果 

 

[セッション① 参加者アンケート結果] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



15 

 

[セッション② 参加者アンケート（大人）結果] 
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[セッション② 参加者アンケート（こども）結果] 
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・写真や図面、レイアウト 

 

[セッション①記録写真] 
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[セッション②記録写真] 
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・スケジュール表 
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・その他 

 

[防災展示パネル] 
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[動画] 

動画配信プラットフォーム 公開URL：https://www.youtube.com/watch?v=yQgNaJ-O76A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[自治会向けデジタル回覧板 配信] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.youtube.com/watch?v=yQgNaJ-O76A

